様式第２号（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

令和４年度ふじのくに関係人口創出・拡大事業モデル創出業務委託　業務計画書
　１　提案者等の概要

　　(１)提案団体

　※団体の分類は、ア、イ、ウ、エのいずれかを表記すること。

	団体分類
	イ　中間支援組織、ウ 拠点の管理者

	名称
	　NPO法人伊豆in賀茂6

	所在地
	　静岡県下田市三丁目1-23

	代表者名
	　井田一久

	業務責任者
	職氏名
	　岡崎大五

	
	メール
	　izuinkamo6@gmail.com

	
	電話番号
	　0558-23-7187

	経理責任者
	職氏名
	　鳥辺和史

	
	メール
	　izuinkamo6@gmail.com

	
	電話番号
	　0558-23-7187

	業務実施期間
	令和4年6月24日　　～　　　令和５年3月17日

	団体概要
（団体紹介）
	下田市を拠点に2019年7月に設立されたNPO法人。
下田市と協働で空き家バンク事業を、下田市、静岡県と協働で移住促進事業を行う他、移住体験宿泊・ワーケーション施設『見晴亭』を運営する。また伊豆南部地域でイベント事業を手掛け、人と人が支えあえる地域づくりの一環として、自主事業の管理・清掃事業も展開する。
2019年9月～2022年3月までの空き家バンク物件登録は75件、利用者登録は259件、成約は50件、移住者は110名、推定経済効果は5億1284万円超にのぼる。
2020年度コミュニティビジネスアワード優秀賞受賞（関東広域圏コミュニティビジネス推進協議会）。


　　(２)共同団体

※団体の分類は、ア、イ、ウ、エのいずれかを表記すること。エのその他は、ア～ウに属さない団体（行政など）を想定している。

※（１）の団体分類でエを選択した場合は、本業務に参画する構成メンバーを全て記入すること。
①
	団体分類
	ア　地域づくり団体

	名称
	
NPO法人伊豆の田舎暮らし夢支援センター  

	所在地
	静岡県賀茂郡河津町峰339-1


	代表者名
	土屋順一

	業務責任者
	職氏名
	輿水光輝

	
	メール
	npo.inaka@gmail.com

	
	電話番号
	　0558-32-2307

	業務実施期間
	令和4年6月24日　　～　　　令和5年3月17日

	団体概要
（団体紹介）
	NPO法人伊豆in賀茂6設立時より、空き家バンク事業で連携し、NPO法人伊豆in賀茂６のHP上でも、共有サイトを掲載している。また今後、移住者サポート、移住者交流においても連携を深めていく予定。


　
　②
	団体分類
	ア 地域づくり団体

	名称
	「開国てづくり市」運営事務局
　 

	所在地
	静岡県賀茂郡南伊豆町市之瀬1227-11

	代表者名
	　松下典子

	業務責任者
	職氏名
	運営事務局：青柳ゆかり、新居亜子、石橋さちえ、野中倫子、早川浩平、松下忠延、松波実洋、ゆきの

	
	メール
	　director@norikomatsushita.com

	
	電話番号
	　080-5374-4437(松下)

	業務実施期間
	第1回令和4年7月22日～7月24日までの3日間（道の駅開国下田みなと）
第2回令和4年12月～令和5年3月17日までの2日間（下田市民文化会館）

	団体概要

（団体紹介）
	2022年度より始まる「開国てづくり市」を主催する任意団体。
同イベントをNPO法人伊豆in賀茂6が共催し、中間支援組織として、人的、予算的なサポートを行う。
第1回7月22日～24日の3日間、道の駅開国下田みなとで開催は確定。
第2回は令和4年12月～令和5年3月の間、下田市民文化会館で開催予定（2日間）。


③
	団体分類
	ア 地域づくり団体

	名称
	
下田マニア   

	所在地
	下田市三丁目９-５

	代表者名
	渥美大介

	業務責任者
	職氏名
	事務局長野田政哉

	
	メール
	gekiso-masaya@docomo.ne.jp

	
	電話番号
	　090-1467-9454

	業務実施期間
	令和4年6月24日　　～　　　令和5年3月17日

	団体概要
（団体紹介）
	下田マニアは、下田に移住を考えている方や下田に移住された方々と、地元の人たちとの交流の場を提供する任意団体である。コロナ以前は、年に数回芋掘り大会や町歩きなど、季節に応じたイベントを開催してきた。下田マニアの主要メンバーは、NPO法人伊豆in賀茂６でも、移住希望者の相談役として、移住ツアーを行うなど協力関係にあり、NPOの理事、一部スタッフもメンバーである。
2022年度は、NPO法人が中間支援組織として、人的、経済的な支援を行う。


④

	団体分類
	ア 地域づくり団体

	名称
	
里山ベース

	所在地
	賀茂郡松崎町岩科南側1855-3

	代表者名
	神健一

	業務責任者
	職氏名
	神健一（事務局兼務）

	
	メール
	Kenichi.kou@basesy.jp

	
	電話番号
	　090-5492-6740

	業務実施期間
	令和4年6月24日　　～　　　令和5年3月17日

	団体概要
（団体紹介）
	里山Baseは、耕作放棄地の田んぼを使った稲作体験＋地域交流イベントを企画、運営するなど、都市と地方の関係人口拡大事業に努めるほか、松崎町移住定住促進協議会のメンバーでもある。また、代表の神健一氏がNPO法人伊豆in賀茂6の客員アドバイザーを務め、日ごろから空き家バンク、移住定住促進事業で情報を共有しており、今後移住者サポート事業でも連携を強めていく方針である。


　⑤

	団体分類
	エ その他

	名称
	（一社）伊豆下田法人会
　 

	所在地
	下田市二丁目3－22

	代表者名
	　遠藤一郎

	業務責任者
	職氏名
	　事務局長　石垣直樹

	
	メール
	　hozinkai@izu-shimoda.jp

	
	電話番号
	　0558-22-3386

	業務実施期間
	令和4年6月24日　　～　　　令和5年3月17日

	団体概要
（団体紹介）
	「開国てづくり市」の共催をきっかけに、移住されたみなさんの地域への認知活動や、商品開発、販売等のサポート事業を展開する。
NPO法人とは、伊豆南部地域全体での移住者サポートを連携する。


　⑥
	団体分類
	エ その他

	名称
	“ふじのくに住み替える”静岡県移住相談センター（業務委託先：認定NPO法人ふるさと回帰支援センター）

	所在地
	東京都千代田区有楽町2-10-1東京交通会館8Fふるさと回帰支援センター内

	代表者名
	　理事長　高橋公

	業務責任者
	職氏名
	大井相談員、橋本相談員

	
	メール
	　shizuoka@furusatokaiki.net

	
	電話番号
	　03-6206-3858 

	業務実施期間
	令和4年6月24日　　～　　　令和5年3月17日

	団体概要
（団体紹介）
	2019年度より、NPO法人伊豆in賀茂6と協働で、移住相談を行っている。


　⑦
	団体分類
	エ その他

	名称
	
しずおか人材確保サポートデスク
下田デスクコーディネーター(受託企業/株式会社東海道シグマ）      

	所在地
	下田市中５３１-１   下田総合庁舎内


	代表者名
	

	業務責任者
	職氏名
	下田デスクコーディネーター：橋口　真記

	
	メール
	　jinsapo@sigma-jp.co.jp

	
	電話番号
	　0120-063-257

	業務実施期間
	令和4年6月24日　　～　　　令和5年3月17日

	団体概要
（団体紹介）
	2020年度より移住者の就職相談を連携して行っている。その地域は、下田市内だけでなく、伊豆南部地域全体に及んでいる。


　⑧
	団体分類
	エ その他

	名称
	下田市産業振興課地域経済促進係

	所在地
	静岡県下田市東本郷1丁目5番18号

	代表者名
	　松木正一郎

	業務責任者
	職氏名
	　課長長谷川忠幸、課長補佐兼地域経済促進係長増山順一郎、主事福井廉、主事竹川祐莉、主事牧口嘉代

	
	メール
	　sangyou@city.shimoda.lg.jp

	
	電話番号
	　0558-22-3914

	業務実施期間
	令和4年6月24日　　～　　　令和5年3月17日

	団体概要
（団体紹介）
	2019年度より、NPO法人伊豆in賀茂6と協働で、空き家バンク事業、移住促進事業を行っている。


⑨
	団体分類
	エ その他

	名称
	静岡県くらし環境部政策管理局企画政策課（移住定住促進班）

	所在地
	静岡県静岡市葵区追手町9-6

	代表者名
	　川勝平太

	業務責任者
	職氏名
	くらし環境部政策管理局企画政策課課長千葉基弘、主査堀切川貴代、

	
	メール
	　iju@pref.shizuoka.lg.jp

	
	電話番号
	　054-221-2250

	業務実施期間
	令和4年6月24日　　～　　　令和5年3月17日

	団体概要
（団体紹介）
	2019年度より、NPO法人伊豆in賀茂6と協働で「賀茂地域ふれあい事業推進協議会」の活動等を通じて、移住促進事業を協働している。


　
　　(３)拠点施設
❶
	名称
	　たるや（NPO法人伊豆in賀茂6事務所、ギャラリー、売店）

	所在地
	　下田市三丁目1－23

	代表者名
	　井田一久

	業務責任者
	職氏名
	　管理責任者：鳥辺和史

	
	メール
	　izuinkamo6@gmail.com

	
	電話番号
	0558-23-7187

　

	施設概要
（施設紹介）
	空き家バンク案内、移住相談を行うほか、ギャラリー、貸しスペース、売店もあって、地域のコミュニティスペースとして活用されている。また定期的に地域イベントも開催している。

	利用状況
	常時は空き家バンク案内、移住相談を行う。
ぬりえ教室（月1回）、スケッチ教室（随時）、各発表会（年1回）、スケッチ展（年1回）、「東日本大震災を忘れない展」、「インド展」、「インド先住民アート展」などを開催する。


❷
	名称
	　見晴亭

	所在地
	　下田市三丁目17-49

	代表者名
	　井田一久

	業務責任者
	職氏名
	　管理責任者：半田信一

	
	メール
	　izuinkamo6@gmail.com

	
	電話番号
	0558-23-7187

　

	施設概要
（施設紹介）
	「暮らすように泊まる」をコンセプトに、移住体験施設として活用するほか、ワーケーション拠点（下田市でワーケーション協力施設として登録されている）、一般の民泊としても幅広く利用されている。2021年6月オープン。
https://www.airbnb.jp/rooms/49261915?federated_search_id=42f30b77-5175-45e7-a366-c2828aea014c&source_impression_id=p3_1652059760_uvjs7Q7FpgULzqRD

	利用状況
	2021年6月～2022年5月までの1年間の稼働宿泊数は約70日と周知が行き渡っていない（当面の目標は150日）。


❸
	名称
	　道の駅開国下田みなと

	所在地
	　下田市外ヶ岡1-1

	代表者名
	　（一社）下田市観光協会（下田市より業務委託）

	業務責任者
	職氏名
	　

	
	メール
	Infokaikokushimodaminato.co.jp

	
	電話番号
	0558-22-1531 
　

	施設概要
（施設紹介）
	道の駅として売店利用の観光客が立ち寄るほか、貸しスペースもあり、イベント開催等が行われている。

	利用状況
	5,000人/日


❹
	名称
	　下田市民文化会館

	所在地
	　下田市4丁目1-2

	代表者名
	　

	業務責任者
	職氏名
	　

	
	メール
	

	
	電話番号
	 0558-23-5151
　

	施設概要
（施設紹介）
	伊豆南部最大の文化施設。発表会やコンサート、映画鑑賞等で広く市民に利用されている。

	利用状況
	


2　業務内容

※画像やイメージ図等なども用いて、どのようなモデル創出を行うか記載すること。

※本欄に概要のみを記載し、詳細は別紙として独自様式（MS-Excel等）に記載しても結構です。

	＜地域や関係人口のニーズ、解決しようとする地域課題＞

・地域の概要とニーズ（地域課題）
　伊豆半島南部に位置する下田市は、高度経済成長期には海水浴場としてにぎわい、観光地としても幕末期の日本開国の歴史を有するなど、自然豊かな環境と併せて発展してきた。ところが平成に入ったころから、海外のビーチリゾートとの競合の中で埋没し、海水浴客の減少から観光客数は激減し、最盛期で250万人超あった宿泊者数は、2011年東日本大震災の年には、70万人台にまで落ち込んだ。その後、アベノミクスによる海外旅行者の受け入れ促進で100万人まで回復したが、民宿の経営者の高齢化による廃業や、宿泊施設の老朽化などから宿泊施設が減少し、宿泊者数も頭打ちの現状である。
　一方で、観光業および周辺産業の衰退が人口の流出増を招き、次世代人口が危機的なほどに少なくなった。その結果として、人口減以上に、50代以下の人的資源の少なさから、未来が見通せない町になってしまっている。
・関係人口が持つニーズ（地域に関わる動機）
過疎認定された下田で、人口増に市民の大きな期待がかかっているが、日本全体で人口減の時代にあって、人口増を達成するのは難しい。
そこで、観光地である優位性を最大限に生かしつつ、関係人口の増大、流入人口増を目指す。
関係人口という分母が増えれば、おのずから移住者や空き家利用者（別荘利用者含む）も増大し、次世代の人材確保につながっていく。
と同時に、移住者や事業者には、民泊経営や店舗経営、農林水産業や観光業、周辺産業への従事、アート、モノづくりといった小さなビジネスを推奨し、育てることで、消費生活だけに止まらない、クリエイティブなライフスタイルが実現可能な、新しい伊豆南部地域の価値を創造する。
・ターゲットの関係人口（属性や関わりの質・量）

　20代から50代までの子育て世代を中心に、伊豆南部の持つクリエイティブな空気感を共有でき、またその空気を一緒に楽しめる人たちに、魅力を発信していく。
＜目標設定と成果検証方法＞

・多様な人的なネットワークを持つ中間支援組織と地域づくり団体と拠点施設の連携方法と役割分担
　❶たるや（拠点施設その1）
NPO法人事務所として、空き家バンク、移住相談を行うほか、ギャラリー、売店など地域のコミュニティスペースとしても利用されている。また地域イベントも定期的に行われている。
この拠点では、地方と都市を結ぶデジタル的なハブとして、また地域コミュニティのアナログ的なハブとして、認知されつつある。デジタルで結ばれた都市住民も、空き家バンク、移住相談でここを訪れると、その瞬間に地域のアナログ的な結びつきに変換する。またアナログ的なコミュニティ情報の中から空き家相談や求人相談、地域の活性化に関する意見などが沸き上がり、ここでデジタルに変換され、情報として都市に提供している。最近ではオンライン移住相談が急増している。
【これまでの「たるや」利用状況】
2019年

　7月『やっぱり旅はいいね～スケッチ展示販売会』
　7月～毎月第3木曜日ぬりえ教室開始
　8月『ガレッジセール』

10月『インド展』
2020年
　3月『忘れない～東日本大震災展』

7月『やっぱり旅はいいね～スケッチ展示販売会』
10月『インド先住民アート展』
11月『いけみかなこのスケッチくらぶ発表会』
12月『ぬりえ教室発表会』（たるや）
2021年

　3月『忘れない～東日本大震災展』（たるや）
　11月『ぬりえ教室発表会』（たるや）
2022年
　1月『いけみかなこのスケッチくらぶ発表会』（たるや）
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NPO法人伊豆in賀茂6事務所「たるや」と主要スタッフ
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「たるや」で開催されたぬりえ教室の発表会（2021年11月）
　❷見晴亭（拠点その２）
NPO法人が所有、運営する移住体験宿泊施設兼ワーケーション拠点。空き家バンクや移住相談で、実際に下田を訪れる都市住民の移住体験施設として利用されるほか、ワーケーション設備も整えられているので、仕事を持参し宿泊するケースも増えている。また広く一般的な民泊としても、特に家族連れに人気だ。一棟貸しというスタイルから、コロナなど感染症にも強いことが証明された。下田公園内の高台からの見晴しは絶景で、下田で暮らす疑似体験ができる。コンセプトは「暮らすように泊まる」。電化製品、調理器具などすべて揃えられている。関係人口増の入り口となる観光客、移住希望者、ワーケーション利用者に対応し、受け入れの間口の広さが、関係人口拡大の門戸として評価されているものの、オープンしてまだ1年で、認知が広く行き渡っているとは言えない。
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　　　　　　　　　　　見晴亭案内と見晴亭に貼られた下田市ワーケーションと県の認証ステッカー
　❸道の駅下田みなと、❹下田市民文化会館（拠点その３、公的施設の活用）
　　いずれの施設も伊豆南部で最大級の、道の駅、文化施設。❸は観光客に人気で、❹は伊豆南部住民の文化、芸術活動の中心として愛されている。
　　この二つの施設を活用し、今年から始まるのが「開国てづくり市」（主催開国てづくり市運営事務局、共催NPO法人伊豆in賀茂６、一社伊豆下田法人会）である。すでに開催日が確定している夏の催しでは、5,000人～10,000人/日の来場者が見込まれており、同日に開催される「国際カジキ釣り大会」と併せて、今後、伊豆南部の夏の風物詩的なフェス、イベントに成長できればと考えている。当NPO法人は、中間支援組織として、人的、経済的なバックアップを行う。
　　伊豆南部では、クリエイティブなライフスタイルを望む人たちが、集まっており、その人たちのモノづくり、作品を通して、伊豆南部特有の自由で明るい雰囲気もアピールする。同時に、そんなクリエーターたちと来場者たちの出会い、交流の場ともなり、移住相談ブースも併設することから、関係人口拡大に向けた魅力の発信から、移住促進までを一本の線でつなげる。
また冬の開催は屋内で、地元のコミュティづくり、伊豆南部の新しい価値の共有が主眼となる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開国てづくり市チラシ
●下田マニア交流会
　場所は毎回異なるが、コロナ以前は定期的に移住希望者や移住者のサポートとして、地元に馴染むよう、年に数回の頻度で交流会を行ってきた。2022年5月から再開する。当NPOでは、中間支援組織として人的、経済的なバックアップを行う。
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・拠点施設を利用するために地域を訪れる人々と地域の関係を構築し、深化させていく仕組づくり
関係人口増、流入人口増は、一筋縄でいくテーマではない。複合的に、より多くの人たちが関わることで、少しずつ深化させていく取り組みだ。
NPO法人伊豆in賀茂6では、これまで下図にあるB、C、Dの事業を行ってきたが、都市との交流について、（財）地域活性化センターで採択された事業を行うなどして、イベント開催をしてきたが、なかなか思いに任せない現実があった。
そこに「開国てづくり市」の共催打診を受け、伊豆南部の美しい自然や豊かな空気感だけでなく、この地域に暮らすクリエーターたちの存在が、何より大きな魅力であると再認識させられ、共催に踏み切った。伊豆南部の新しい価値観をアピールするには絶好の機会なのだ。
しかもクリエーターたちの多くが移住者で構成されている。すなわち関係人口増のシステム内には欠かせない先輩移住者ではないかと思いたった。
そこで、年に2回、定期的に彼らの作品を発表、販売する場として、また都市住民と地元住民の交流の場として「開国てづくり市」を行うことで、これまで行ってきた、空き家バンク、移住促進事業のほかに、もう一つ、関係人口拡大に向けた大きな仕掛けができることになる。
その後、見晴亭を通じて、関係人口を実際に受け入れ、中には移住に向かう人もおり、Dの段階へと進むのである。そして移住者サポートを行いつつ、定着された、あるいは別荘使用のみなさんが、先輩クリエーターたちから刺激を受けて、自ら作品を制作、Aで出展していく。あるいは新たな地元での交流が広がる。
これで循環の仕組みは完成する。

もちろんクリエーターとして実現できるのは、一握りの人たちかもしれない。しかし、そんな人たちが暮らす伊豆南部の自由で豊かな価値観を共有する人は、都市にこそ潜在的に多いと考えられ、関係人口拡大による地域の発展が期待される。
関係人口創出の根っこには、その土地に根差した価値観の共有があり、それはライフスタイルとも深く結びついている。そんな価値観をいかに見せ、共有できるかが、「開国てづくり市」のコンセプトとも重なっている。
同時に、地域に暮らす人たちも、過疎認定で見失われてしまった地域の価値を再認識することで、特に若い世代に希望を与えられるのではないのか。
下図は、当NPO法人が今後取り組む関係人口拡大に向けた、循環的で持続可能なスキームである。

A.開国てづくり市（フェス、イベント）＋B.空き家バンク・移住相談＋C.見晴亭（移住体験、ワーケーション、宿泊）＋D.移住者サポート（生活、就職、起業相談、交流会の実施、商品開発等）を包括的に行うことで、移住希望、空き家利用希望の一人の人間、一家族に対しても、伴走的にサポートできる。それがひいては、関係人口増というスケールに積み上げられ、広がっていくのではないかと考えている。そして地域のコミュニティのハブとしても、地域社会の活性、すなわち地域の人たちの心や、暮らしに直接寄与することを目的とする。
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【スキームイメージ】
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白石さん（4人家族）のケース
A開国てづくり市　　B移住相談　　　C見晴亭　　　D移住後






・関係人口の参加、支援による地域づくり活動の発展、活性化
　地域コミュニティづくりの核となるのは①のNPO法人事務所「たるや」である。町の中心地に位置することから、ぶらりと訪れる人が後を絶たず、雑談の中から、地域課題が示されることも多い。しかし、財務的事情からコミュニティマネージャーを常駐させることができず、十分な対応ができているとは言い難い。ただし、ギャラリーや売店、各教室や地域イベントで人が集まることにより、地域のコミュニティのハブとして、認知され始めている。
また「開国てづくり市」は、地域コミュニティの活性を図る催しとしての側面も持つ。
＜実施体制＞

・活用する団体の役割分担（上記図参照）
1 NPO法人伊豆の田舎暮らし夢支援センター：B空き家バンク、移住相談、D移住者サポート
2 開国てづくり市運営事務局：A「開国てづくり市」主催
3 下田マニア：B移住相談、D移住者サポート（定期的な下田マニア交流会の実施。拠点場所は適宜）
4 里山Base：B空き家バンク、移住促進、D移住者サポート
5 （一社）伊豆下田法人会：A「開国てづくり市」共催、D移住者サポート
6 ふじのくに住み替える静岡県移住相談センター：B移住相談
7 しずおか人材確保サポートデスク下田デスク：B移住就職相談、D就職相談
8 下田市産業振興課地域経済促進係：B空き家バンク、移住相談、C見晴亭ワーケーション施設認定、下田市移住希望者滞在補助金活用、D生活、就職、起業相談等
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下田市が発行している移住促進パンフ。移住サポーターやNPO法人も協力している。
9 静岡県くらし環境部政策管理局企画政策課（移住定住促進班）：B移住相談
・活用する拠点施設（上記図参照）
　❶たるや（NPO法人伊豆in賀茂6事務所）：B空き家バンク、移住相談、ギャラリー、売店、地域イベント開催、D生活、就職相談等
　❷見晴亭：C移住体験・ワーケーション宿泊施設
　❸道の駅開国下田みなと❹下田市民文化会館：A「開国てづくり市」開催
＜モデルの実施プログラム＞

・テーマ
　都市とはデジタルで、地域ではアナログで、それぞれのハブとなることで、デジタルとアナログを融合した拠点を作ること。
・取組全体像
観光から移住まで、包括的な関係人口拡大スキームの持続的運営

・実施プログラムの内容と費用

（関係人口へのアプローチ、関係構築、関係人口のニーズを捉えた活動）
＊○は要費用、☓はすでに予算化されている事業、△は一部が予算化されている事業
　☓空き家バンク事業（下田の業務委託による）
　△移住相談事業（休日の業務は下田市より委託されているが、平日は行えていない）
　→平日の人件費が必要。

　○コミュニティマネージャー不在の事が多く、地域の期待に応えられていない。
→コミュニティマネージャーの人件費が必要。
×移住体験ツアー（下田市の業務委託による）
〇移住者サポート事業（予算はない）
→予算化が必要。
　△開国てづくり市
　→会場費や事務管理費、印刷費等の支援。
　△下田マニア交流会
　→会場費や事務管理費等の支援。
　〇SNSを活用した広報活動
たるやで行われる空き家バンク、移住相談、移住ツアー、見晴亭を活用した移住体験、ワーケーション、各イベントとの連動性を「見える化」し、このスキーム全体を活発化させるために、SNSを活用して、半年間にわたって継続的に、伊豆南部に興味のある人たちに広報活動を行う。
＜モデルの継続性（自立や自走化）＞
　全体のスキームは、2022年7月に開催される「開国てづくり市」をもっていったん完成し、進み始める。しかしながら、財務的な面で、ところところに不足が生じているため、十分な活動ができない。自立、自走のためには、NPO法人の自主事業の売上増による予算増が必須である。
そんな中で、今年度は本提案で予算を別途獲得し、できる限り平日の移住相談や、コミュニティマネージャーとしての業務を充実させ、またSNSを活用した広報活動によって、より多くのみなさんに周知してもらうことで、自立、自走への足掛かりとしたい。
＜モデルの横展開の可能性＞
　「開国てづくり市」での、出会い、交流の場の提供により、都市と地方の個別的人的交流が進むことが予想される。出店者は伊豆南部全域から集まっており（5月24日現在出店者は50軒以上）、下田をハブに、伊豆南部全域に新しく交流を持った人たちが散らばる。
そこで、（一社）伊豆下田法人会では、NPO法人伊豆in賀茂６と連携し、移住された人たちが地域へ溶け込めるような認知活動や、商品開発、販売等の移住者のサポート事業を展開する計画である。
　また、河津町のNPO法人伊豆の田舎暮らし夢支援センターや、松崎町の里山Base等、「静岡県ふれあい事業」に参加する各地域のNPOや行政とも連携し、より幅広く、緻密な移住サポート連携体制を伊豆南部全域に構築していく。


３　スケジュール

	実施（予定）時期
	実　施　内　容
	実施場所

	2022年6月～2023年3月
2022年6月～2023年3月

2022年7月22日～24日

2022年8月頃
2022年6月～2023年3月
2023年2月4日、5日
	平日移住相談、移住者サポートの実施、コミュニティマネージャーの常駐、移住ツアー、発表会、展示会、ぬりえ教室等
移住体験・ワーケーション宿泊（随時）
第1回「開国てづくり市」開催
SNSを活用した事業全体の広報活動開始（2022年8月～2023年3月まで定期的に実施）
下田マニア交流会の実施（計3回超）
＊コロナの状況次第
第2回「開国てづくり市」開催
	たるや
見晴亭
道の駅開国下田みなと
フェイスブック等
イベントによる
下田市民文化会館


４　委託費見積

令和４年度ふじのくに関係人口創出・拡大事業モデル創出業務の経費について、次により見積もりします。

(１) 見積金額

金　1,975,908　　　　　　　　　円也(内消費税及び地方消費税相当額　179,628円）

(２)　見積項目（内訳書）
	費目
	金額（円）
	左の積算

	直接経費
	人件費
	人件費
	978,880
	平日移住相談＋コミュニティマネージャー＋移住者サポート（1人分）
920円（時給）×7時間×4日間/週×38週＝978,880円

	
	事業費
	旅費
	
	

	
	
	会議費
	
	

	
	
	謝金
	
	

	
	
	貸借料
	
	

	
	
	外注費※
	399,300
	1,378,180
開国てづくり市：イベント費用212,300
下田マニア交流会：イベント費用187,000

	
	
	印刷製本費
	
	

	
	
	消耗品費
	
	

	
	
	賃金
	64,400
	1,442,580
開国てづくり市NPO法人関連ブーススタッフ
920円×7時間×（3日間＋2日間）×2人

	
	
	通信運搬費
	
	

	
	
	情報収集費
	
	

	
	
	その他
	250,000
	1,692,580
SNSを活用した広報活動。（制作費含む。掲載期間2022年8月～2023年3月）

	間接経費
	一般管理費
	140,000
	1,832,580

	消費税及び地方消費税
	143,328
	1,975,908（外注費を除いた合計の10％）

	計
	1,975,908
	


　※共同団体や専門業者等へ外注する際は、（参考２）に外注費の内訳を記載してください。

（参考１）委託費とは別に、自己資金等を活用して関連事業を行う場合は、記載してください。
	区分
	金額（円）
	左の積算

	支出
	委託外経費
	
	

	収入
	自己資金
	
	

	
	その他（　　　）
	
	

	計
	
	


(参考２)外注費の内訳（その1）
	外注先の名称
	開国てづくり市運営事務局

	外注の内容
	イベント費用（第1回開国てづくり市、第2回開国てづくり市）

	費目
	金額（円）
	左の積算

	人件費
	人件費
	
	

	事業費
	旅費
	
	

	
	会議費
	
	

	
	謝金
	
	

	
	貸借料
	130,000
	130,000
会場費：費第1回70,000円、第2回60,000円

	
	外注費
	
	

	
	印刷製本費
	40,000
	170,000（第2回分のみチラシ制作・印刷費）

	
	消耗品費
	
	

	
	賃金
	13,000
	183,000駐車場警備（1回分）

	
	通信運搬費
	
	

	
	情報収集費
	
	

	
	その他
	
	

	間接経費
	一般管理費
	10,000
	193,000

	消費税及び地方消費税
	19,300
	212,300（10％）

	外注費の計
	212,300
	


　※外注先が複数ある場合はこちらをコピーして使用してください。
外注費の内訳（その2）

	外注先の名称
	下田マニア

	外注の内容
	イベント費用（下田マニア交流会）

	費目
	金額（円）
	左の積算

	人件費
	人件費
	
	

	事業費
	旅費
	
	

	
	会議費
	10,000
	お茶代等

	
	謝金
	
	

	
	貸借料
	150,000
	160,000会場費（50,000×3回）

	
	外注費
	
	

	
	印刷製本費
	
	

	
	消耗品費
	
	

	
	賃金
	
	

	
	通信運搬費
	
	

	
	情報収集費
	
	

	
	その他
	
	

	間接経費
	一般管理費
	10,000
	170,000

	消費税及び地方消費税
	17,000
	187,000（10％）

	外注費の計
	187,000
	


　※外注先が複数ある場合はこちらをコピーして使用してください。

見晴亭に宿泊し、移住体験ツアーに参加。空き家を見学する。





空き家バンクを活用し、移住。夫は就職、下田マニア交流会で友達ができる。奥さんが、手作り無添加石鹸事業をスタート。開国てづくり市に出店する。





クリエイティブなライフスタイルやのびのびとした子育て環境に惹かれ、移住相談する。


れ、移住相談。





奥さんが無添加石鹸を気に入って購入、作者と友達になる





価値観を共有する人たちの出会い





関係人口増








